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アドホックネットワークでの
浸透閾値を用いたウイルス蔓延抑制













Virus Epidemic Suppression by Percolation Threshold on Ad-hoc Networks
Shohta TOHNO＊ and Ichirou MORIGUCHI＊＊
Conventional virus suppression strategies that immunize nodes possessing many links could 
not be applied for ad-hoc networks because these networks do not have nodes in which links 
concentrate. New strategies, therefore, are necessary for the ad-hoc networks. It has been found 
that a giant network covering whole field emerges suddenly under the situation that the average 
link number becomes larger than 4.52. In this study, by using this distinctive feature we examined 
simulations reducing the number of links around viruses, then confirmed whether this method 
affect the number of infected nodes. Although virus population increases as the average link number 
increases up to around 11, it does not achieve 1.0 because of the effect of Medium Access Control. 
For the case of the average link number over 11, the virus population rate gradually decreases since 
the blocking effect by Medium Access Control becomes stronger there. Furthermore, this study 
shows that locally reducing the number of links of ad-hoc networks is effective for suppressions of 
virus epidemic.
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まで広がった後にウイルスとの接触を行ってい
るか接触後も他の経路から蔓延が広がってしま
うからである。また、電波の縮小割合が低いと
ウイルスとの接触後もウイルスの周辺が浸透閾
値を下回るネットワークとならないため感染が
広がってしまい効果が現れないという結果に
なった。
　シミュレーションに用いるネットワークの平
均リンク数が大きくなるにつれ、ノードの密集
地帯と密集地帯の境目に位置するノードを出現
させることや、ウイルスの周辺を浸透閾値以下
にするためにはより多くのノードを、ウイルス
に接触を受けた際に電波範囲縮小端末にし、電
波の縮小割合を上げることが必要になる。
５．ま と め
　本研究ではアドホックネットワークに対して
感染シミュレーションを行い、ネットワークの
平均リンク数を局所的に浸透閾値よりも下げ
ることでウイルス蔓延抑制を行った。その際、
CSMA/CAが適用されたことによってネット
ワークの平均リンク数ごとにウイルスの蔓延度
に大きな変化が現れた。過去の研究でアドホッ
クネットワークは既存のネットワークに比べ、
CSMA/CAの影響でウイルス蔓延がしにくいこ
とが判明している。本研究ではさらに、平均リ
ンク数を大きくすることでCSMA/CAの影響
が大きくなりウイルス蔓延がしにくいネット
ワークになることを明らかにした。また、ネッ
トワークに電波範囲縮小ノードを存在させ、電
波の縮小割合を上げることでウイルス周辺の
ネットワークの平均リンク数を局所的に浸透閾
値よりも低くする手法が有効であることを明ら
かにした。
　しかし、ネットワークの平均リンク数が大き
くなると、浸透閾値以下まで平均リンク数を下
げることに多くのノードに電波縮小の処理をし
なくてはならないことや、電波の縮小割合を上
げなければならない。また、本研究では電波の
範囲を一定の時間で元に戻すという処理を行っ
